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リビング1 ポーチ

設計チームで独自に分析したアートラボはしもとの活動年表と割合

a.［アートリビング］...くつろぎを持った交流の場

c.［資源庫］..地域資源にアクセスできる倉庫

b.［ワークキューブ］...学びの実験場

●提案
橋本では「アートラボ」という全国でも珍しい参加型美術施設をつくり、多岐にわたる
活動を醸成してきました。10 年間既存施設を試行錯誤して使ってきた中で「アートラボ
にはどのような機能と空間が必要なのか？」が見えてきています。これまでの活動を振
り返り、「アートラボ」という施設ならではのフレキシブルな空間システムを提案します。
ここで言うフレキシブルとは、様々なしつらえの空間を用意し、活動に合わせて選び取っ
て使っていくことです。さらに、これまで培ってきた地域とのネットワークを再構築し、
地域資源に誰もがアクセスできる場をつくり繋げ広げていくことを目指します。

●３つの部屋からなるプラン
くつろぎを持った交流の場「アートリビング」を中心に、学びの実験の場「ワークキューブ」
が周りを囲みます。それらに挟まれた隙間には様々な資源が保管される「資源庫」を設
けます。

まちに開かれ、アートを介して異分野・多世代の人々が
交流できるくつろぎの空間。様々な居方ができ、誰もが
気軽に立ち寄れる、まちのリビングのような空間。

アートリビングの周囲にある、表現し、議論し、教え合
い学び合うアートの実験空間。WS ルームとホワイト
キューブの特徴を併せ持った空間。

アートリビングとワークキューブの隙間にある機能空間。作品制作に使う廃材
や材料の分別保管、道具、作品のアーカイブなど、誰でもアクセス可能な開か
れたアートの資源庫。

●美術施設の設計実績からの学び
私たちのチームは、青森県立美術館、小山登美夫ギャ
ラリーなどの多くの美術施設を設計した実績があり、
WS室や展示室の使い勝手を熟知しています。それら
の経験を仕上げやディテールの設計に取り入れ、誰
もが使いやすい空間をつくります。 ●近隣施設との関係

南面には公園にいる人を招き
入れるポーチを設けます。引
戸を開けると、内外一体的に
使うことができます。西面の
スタッフルームにも入口をつ
くり、モデルハウスを訪れた
人に向けたイベント等を開催
します。誰もが気軽に立ち寄
れる地域のサードプレイスを
目指します。

周囲の金属加工、リサイクル、建材などの工場
と協力関係を築きます。廃材を制作資材として   
譲渡してもらう代わりに自社の資材を用いた作
品などをアウトリーチします。
美大生の制作、小学生の工作ワークショップな
ど、周辺教育施設との連携を強化します。
プロのアーティストにも資源を活用してもらい
相模原の産業を広く伝えてもらいます。
商店街と連携して、アートが介在したまちづく
りワークショップを実施します。

●かたちの集合
ロゴデザインは、作品や人物の姿を抽象的
な７つの造形に分解し、それらがアートラ
ボの中で互いに影響し合いながら存在して
いる様子を表現します。

７つの造形はそれぞれ微妙に異なったシル
エットの特性をもっています。トゲトゲや
フワフワ、丸や四角など、作品の素材感や
造形にリンクしてくるようなシルエットに
することで、アートキューブ内外の境界を
つなぐ役割をもたせています。サインや家
具のデザインにも転用できる造形です。施
設名称には視認性が高く誰もが読みやすい
文体を採用します。

●フレキシビリティと快適性を支える内装仕上げ
アートラボはしもとの多彩な活動を受け入れられるように、各部屋の内装仕上げを選定
します。一つとして同じ仕上げの部屋はありません。活動に合わせて使う部屋を選べる
フレキシビリティと、使い勝手がよく居心地もよい快適性を併せ持ちます。

●現状の分析
　先進的・実験的なアートプログラムの展開実績
　WS・工作、教育連携、展示・公演などの多様な活動
　美大生と子供が中心となっている来館者
　モデルルームを転用した既存施設
　商店街や町工場などとの地域連携
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●音環境
各室の活動にふさわしい残響を設定します。

賑わいを感じつつ
声が明瞭に聞こえる環境

アートリビング1・2・3

●光環境
トップライトやハイサイドライトを適宜配置すること
で、展示や制作に使える大きな壁面を確保つつ、人工照
明の使用を最小限に抑えます。また、中間期の自然通風
を促し、冷房時は暖気除去にも利用します。

●熱環境
パッシブデザインを取り入れ持続可能な運営を実現します。

30 %

作業音やスピーカーの声
に配慮した環境

ワークキューブ1・2・3

40 %

演劇等に適切な環境

ワークキューブ4

50 % 外壁と内壁の間の空気層が外皮性能を
強化し空調ランニングコストを軽減

すべての居室
に自然換気で
きる窓を確保

資源庫の上部に現しで隣室の空調設
備を設けることでダクトの長さを最
小限に抑えメンテナンスを容易に

夏日射

断熱

断熱
冬日射

夏は庇に溜まった暖気
をソーラーチムニーで
排気する
冬は溜まった暖気の輻
射熱で室内を暖める

排気

輻射熱

4.公園・民間施設との関係とまち全体とのネットワーク

2.多様な活動を受け入れる空間システム

1.アートラボはしもとのこれまでとこれから
5.親しみやすいVI

3.持続可能な運営を可能にする音・光・熱の環境計画

シンポジウムや会議などで部屋
を区切って使うことも。天井か
ら作品等を吊ることもできる。
床：コルクタイル／壁：ケイ酸
カルシウム板／天井：エキスパ
ンドメタル

展示壁にも収納にもなる可動ボックス、ロゴマークから引用したデザインの家具によって、
広い空間に居場所をつくる。適切な吸音を行うことで賑わいと寛ぎが共存する。
床：コンクリート研出し／壁：PB＋EP／天井：直天＋クロス貼りグラスウール

会議や作業の休憩場所として利用ができるリラッ
クスした空間。ミニキッチンがあり制作中の食事
もできる。ワークキューブ２での活動の様子がガ
ラス越しにうかがえる。
床：カーペット／壁：PB＋EP／天井：直天＋ク
ロス貼りグラスウール

ワークキューブ４のホワイエ的な場所。
床：カーペット／壁：PB＋EP／天井：
直天＋クロス貼りグラスウール

北側の高窓から安定した光が入り
制作に最適な環境。壁の有孔合板
の穴を使い道具などを収納。穴を
ガイドに展示もしやすい。
床：リノリウム／壁：有孔合板／
天井：岩綿吸音版

演劇や映写も可能なブラックキュー
ブ。吸音に加え、遮音にも配慮。
床：カーペット／壁：有孔板＋EP
／天井：直天＋バトン

アートの資源にアクセスできる場所。周囲の町工
場の廃材などをアートの材料として分別、保管。
過去の制作作品を保管・展示し、町工場や商店に
アウトリーチすることも。上部はメンテナンス容
易な設備スペースになっている
床：コンクリート金ゴテ押え／壁：合板＋下地／
天井：直天

廃材を制作資源として活用している事例

※素材や色で分別して利活用しやすく保管します。

reggio emilia
(イタリア)

むさしのエコreゾート
(東京都・武蔵野市）

事務室は地域の人が気軽に入れる雰囲気に。スタッ
フルームは西側のエントランスにもなっており、
モデルハウス来場者向けのイベントも行える。
床：再生プラスチックボード／壁：PB＋EP／天井：
岩綿吸音版

外部作業もできる屋根のかかった空間。公園からの人を招
き入れる。引戸を開けることで内外一体で利用。上部の庇
は環境調整装置になっている。

正面には作品が出迎え、受
付や情報コーナーがある。

トップライトで排煙・換気を行い、4 周に窓のないフラットな
壁面をもつ展示もしやすい空間。天井の吸音により、ワーク
ショップやイベントも行える。
床：木製フローリング／壁：PB＋EP／天井：クロス貼りグラ
スウール

２F活動のバリエーション ４つの例_アートリビングから各ワークキューブにアプローチするプランニング。
資源庫を介してワークキューブ同士も行き来ができる。

A.平常時は全体がくつろぎの場 B.それぞれのワークキューブで
独立性の高い企画を実施

C.ワークキューブを区切
って行う小さな活動

D.本格的な展覧会場

2F平面図　S=1:150

1F平面図兼周辺図　S=1:150

3F平面図　S=1:300

小山登美夫ギャラリー

青森県立美術館 ACM ギャラリー

室内の吸音材の割合の目安

橋本・相模原アートフィールド断面図

南北断面図 周辺配置図 まち全体のネットワークイメージ

①壁下地の可視化
打ち付けや
カスタマイズを
容易にします

②吸音性能
音を吸音し、
打合せ・制作・展示
を快適にします

③床の快適性
制作空間を
生活空間に
近づけます

④メンテナンス性
補修や修復が
容易にできる
仕上げとディテール

⑤キリのいい寸法
壁幅を100mm
単位の寸法にし
扱いやすくします

⑥展示目安グリッド
定規となる
鋲や目地、孔を設け
綺麗に展示できます

外観パース_南面の開口部にポーチをつくり日射を抑えながら公園に開いた建ち方となっている。
南エントランスの引戸を開けることで内外がスムーズに繋がり活動が外に滲み出していく。
ポーチ上部の吹抜に作品を展示することで、まちに向けて活動をアピールすることができる。

ポーチ・南エントランス

西エント
ランス

ワークキューブ1
［会議室］

資源庫

北エントランス

ワークキューブ3
［スタジオ大］

事務室・スタッフルーム

アートリビング1
［ロビー］

アートリビング２
［ロビー］

アートリビング3
［ロビー］

ワークキューブ２
［作業室］

ワークキューブ4
［スタジオ小］

アートラボはしもと 2.0　活動を醸成するワークキューブ

アートリビング1

トラックヤード

多目的
トイレ

ポーチ

倉庫

倉庫 控室 トイレ

ごみ置き場

男子トイレ

女子トイレ

男子トイレ バルコニー 女子トイレ

授乳室
ロッカー

EV

EV

EV

受付 風除室

風除室

情報コーナー

事務室

資源庫

アートリビング2

吹抜

アートリビング3

トップライト
塔屋

ワークキューブ2

ワークキューブ１ ワークキューブ3

ワークキューブ4

設備機器置場

資源庫

資源庫

資源庫

資源庫

資源庫

資源庫 資源庫
スタッフルーム

住宅街
米軍基地ペデストリアン

デッキ 寺院
小中高

学校・病院
巨大倉庫・工場ホームセンター

スタジオ 田園

ニュータウン

大学群

町工場

住宅街町工場＆
巨大倉庫・工場

Art Laboratory Hashimoto 再開発地帯

大学
セミナー
ハウス

工場地帯・町工場自然
美大橋本商店街

文化施設 歴史的遺産
教育施設

スタジオ

鳩川

境川
緑地丘陵

平野
相模川

丘陵地帯

女子美術大学
桜美林大学
多摩美術大学
東京造形大
弥栄高校

大智山正願寺
長屋門まちゼミ

七夕まつり
美大マルシェ
杜のこみち

橋本図書館 
杜のホール
相模原市民ギャラリー
相模原市立博物館
JAXA

SUPER OPEN STUDIO2022
pimp studio
LUCKY HAPPY STUDIO
studio kelcova
ドングリ荘
STACK ROOM
アトリエボイス
Studio HAUSU
RED IRON STUDIO

モゲスタ Moge Studio
クンストハウス
ESASTUDIO 牛小屋
REV
TANA Studio
Penguin's House Green
アトリエ 481
STUDIO カタクリコ
RMP
Bartleby
SPECIAL FEELING STUDIO
studio ban

電子機器・ロボット産業
プラスチック加工
金属加工
製紙産業
硝子産業
リサイクル産業
倉庫業

藤野芸術の家
杜
自然公園
カントリークラブ
宿場町

旭中学校
相模台中学校
鵜野森中学校
東林中学校
小山児童クラブ

活動の循環

003

●相模原全体のネットワークの再構築

手洗い場


